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項目 BCCWJ 生産性指数 山内（2009）
たり  62,881 27.31 ○
から  61,214 22.22
のに  11,750 21.48
ている 817,688 20.58 ○
と 219,995 20.36
るとき  32,253 20.03 ○
が 144,300 19.77
し  28,704 19.68
てしまう  82,574 19.62
ながら  57,637 19.33
ば 107,831 17.90
られる 740,905 17.87
か  62,582 17.66 ○
てくる  89,285 17.38
ので 　3,724 16.89
たら  64,248 16.76 ○
すぎる  16,693 16.72
たい  92,371 16.69 ○
ために 　1,355 14.81 ○
ておく  31,358 13.19
な 　7,316 12.88
てみる  60,508 12.80
けど  34,782 12.54 ○
よ  16,547 12.30
ね 　6,493 10.97 ○
てある  14,603  9.65























































Abstract: This paper introduces three studies by project members on the creation of grammar 
syllabi for novice-level students. Yamauchi （2009） developed a syllabus based on the situations 
in which learners use grammatical morphemes. Iori （2011） attempted to create a syllabus 
which would be useful in regional Japanese language education. Nakamata （2013） provided 
basic data about syllabus creation from the viewpoint of the productivity of grammar items. 
The project goal was to contribute to objective syllabus construction, and the differences be-
tween the syllabi in the three studies are examined with this goal in mind.
領域指定型共同研究プロジェクト
「学習者コーパスから見た日本語習得の難易度に基づく語彙・文法シラバスの構築」
プロジェクトリーダー　山内博之　（実践女子大学 文学部 教授）
プロジェクトの概要
学習者コーパスは，第二言語習得分野ではよく用いられているが，使用者が限られており，
日本語文法研究や実際の日本語教育に役立つところまでの広がりは十分とは言えない。学習
者コーパスによって見出された日本語習得の難易度は，現実の日本語教育に貢献されるべき
であり，また，貢献してこそ「日本語学習者会話データベース」など学習者コーパスの意義
が広く認知されると言える。本共同研究では，日本語教育文法，第二言語習得，日本語教育
方法論，学習ストラテジー，学習ビリーフなど，日本語教育における幅広い分野の研究者が
共同で学習者コーパスを用いて研究を行なう。目標は，日本語習得の難易度を考慮した語彙・
文法を収集し，それらを基に日本語教育における初級・中級・上級シラバスを構築すること
である。
